
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成30年11月９日

【四半期会計期間】 第69期第２四半期(自 平成30年７月１日 至 平成30年９月30日)

【会社名】 大丸エナウィン株式会社

【英訳名】 DAIMARU ENAWIN Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長   古 野   晃

【本店の所在の場所】 大阪市住之江区緑木１丁目４番39号

【電話番号】 06―6685―5101(代表)

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理統轄   青 木 尚 史

【最寄りの連絡場所】 大阪市住之江区緑木１丁目４番39号

【電話番号】 06―6685―5106

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理統轄   青 木 尚 史

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

大丸エナウィン株式会社(E02739)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期
第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間

自 平成29年
   ４月１日
至 平成29年
   ９月30日

自 平成30年
   ４月１日
至 平成30年
   ９月30日

自 平成29年
   ４月１日
至 平成30年
   ３月31日

売上高 (千円) 7,102,480 7,866,896 16,564,896

経常利益 (千円) 278,655 310,628 866,525

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 43,034 201,708 478,032

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 68,719 215,840 472,286

純資産額 (千円) 10,463,642 10,915,559 10,756,853

総資産額 (千円) 13,659,016 14,236,365 14,462,877

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 5.60 26.47 62.25

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 76.6 76.7 74.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 823,295 549,051 1,625,166

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △939,143 △259,000 △1,256,715

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,431 △110,308 △268,831

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,944,217 4,446,858 4,267,116
 

 

回次
第68期
第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自 平成29年
   ７月１日
至 平成29年
   ９月30日

自 平成30年
   ７月１日
至 平成30年
   ９月30日

１株当たり四半期純利
益又は四半期純損失
（△）

(円) △12.70 3.86

 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。
３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期
連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指
標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っております。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・財政政策を背景に、企業収益や雇用・所得

環境が改善し、緩やかな回復基調で推移しましたが、海外の政治、経済情勢の不確実性等により、景気の先行きは

不透明な状況が続いております。

このような状況下におきまして、当社グループの売上高は、7,866百万円と前年同四半期と比べ764百万円

（10.8%）の増収となりました。

損益面では、リビング事業及び医療・産業ガス事業における売上増加に伴い、売上総利益は、3,157百万円と前年

同四半期と比べ66百万円（2.2%）の増益となりました。営業力強化のための人件費増加等により、販管費は前年同

四半期と比べ増加しましたが、営業利益は、277百万円と前年同四半期と比べ23百万円（9.2%）の増益となりまし

た。

営業外収益及び営業外費用を加減算した経常利益は、310百万円と前年同四半期と比べ31百万円（11.5%）の増益

となりました。前年度に旧京都支店の土地・建物等の減損損失111百万円を計上しましたが、当年第１四半期に同土

地・建物等の売却益を計上したため、法人税、住民税及び事業税等控除後の親会社株主に帰属する四半期純利益

は、201百万円と前年同四半期と比べ158百万円（368.7%）の増益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①  リビング事業

当セグメントにおきましては、ＬＰガスの出荷量が前年同四半期と比べ増加し、また、仕入価格に連動した販

売単価の上昇により、売上高は、5,428百万円と前年同四半期と比べ570百万円（11.8%）の増収となりました。Ｌ

Ｐガスの直販部門で出荷量の減少により売上総利益が減少した影響により、セグメント利益（営業利益）は、260

百万円と前年同四半期と比べ８百万円（3.0%）の減益となりました。

②  アクア事業

当セグメントにおきましては、前年同四半期と比べユーザー件数が増加し、販売本数も増加したことにより、

売上高は、499百万円と前年同四半期と比べ４百万円（0.9%）の増収となりました。売上高の増加に伴い売上総利

益も増加しましたが、販売費の増加等により、セグメント損失（営業損失）は、22百万円（前年同四半期は５百

万円の損失）となりました。

③ 医療・産業ガス事業

当セグメントにおきましては、酸素濃縮器等の在宅医療機器のレンタル、医療ガス、産業ガス及び機材・工事

と各分野において販売が好調であり、売上高は、1,938百万円と前年同四半期と比べ189百万円（10.8%）の増収と

なりました。売上高の増加に伴い売上総利益も増加し、営業力強化のため人件費等が増加したものの、セグメン

ト利益（営業利益）は、39百万円（前年同四半期は８百万円の損失）となりました。

　

当第２四半期連結会計期間における財政状態の概要は、次のとおりであります。

（資産）

当第２四半期連結会計期間の資産合計は14,236百万円となり、前連結会計年度に比べ226百万円の減少となりまし

た。この主な要因は、現金及び預金の増加179百万円、受取手形及び売掛金の減少384百万円及び土地の減少95百万

円であります。

（負債）
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当第２四半期連結会計期間の負債合計は3,320百万円となり、前連結会計年度に比べ385百万円の減少となりまし

た。この主な要因は、支払手形及び買掛金の減少246百万円及び未払法人税等の減少127百万円であります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間の純資産合計は10,915百万円となり、前連結会計年度に比べ158百万円の増加となりま

した。この主な要因は、利益剰余金の増加144百万円及びその他有価証券評価差額金の増加14百万円であります。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、4,446百万円となり、前年

同四半期と比べ、502百万円の増加となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、549百万円であり、前年同四半期と比べ、274

百万円収入が減少いたしました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益による増加190百万円、前年同四半期

に計上した減損損失による減少111百万円、売上債権による減少293百万円、仕入債務及びその他による減少65百万

円であります。　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は、259百万円であり、前年同四半期と比べ、680百万円支出が減少いたしました。こ

の主な要因は、有形固定資産の取得による支出の減少593百万円、有形固定資産の売却による収入の増加133百万円

であります。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は、110百万円であり、前年同四半期と比べ、２百万円支出が増加いたしました。この

主な要因は、リース債務の返済による支出の増加４百万円であります。　

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境は非常に競争が厳しく、主力商品のＬＰガスはオール電化や都市ガスの攻勢が

考えられます。また、ＬＰガスは主に海外からの輸入に依存しております。したがって、当社グループの約６万７

千軒のＬＰガスユーザーが他エネルギーへの転換により減少していく要因や、国際情勢の変化により仕入価格が上

昇する要因があります。　

当社グループは強固な経営基盤を構築するため、リビング事業においては、のれんの買収やＭ＆Ａにより新規販

売先の獲得に努めてまいりました。また、医療・産業ガス事業においても、Ｍ＆Ａによるグループ会社化など拡大

施策を実施し、今後はアクア事業においても同様に拡大施策を強化した取組みを実施します。３部門それぞれの自

立により、規模のメリットと共に経営の効率化、合理化を図り、３部門による利益構成を平準化し、エネルギー自

由化時代を勝ち抜く企業形態を目指しております。
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(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループは、ＬＰガス販売を中核とするリビング事業により発展してまいりました。「保安なくして繁栄な

し」をモットーに「保安の確保」「安定供給」を追求するとともに快適で安全な暮らしのサポーターとなることを

目指しております。しかしながら、ＬＰガスの販売環境は、省エネ機器の普及、他燃料との競合、都市ガスエリア

への人口シフトなどによる出荷量の減少といった厳しい状況にあります。

　こうした環境のもと、リビング事業を維持・発展させながらアクア事業や医療・産業ガス事業を第２、第３の収

益の柱にするべく経営資源を投入しております。

　当社グループでは、第66期より「事業部門の自立」をスローガンに、各事業部門それぞれが自立できる採算性の

確立を目指しております。その達成に向け、第68期から「大丸エナウィン品質の構築と確立」をサブスローガンと

し、保安管理・サービス・人材等すべてにおいて当社独自のプレミアムな品質基準を構築し、競争力の強化を図っ

ております。今期第69期以降については、創立70周年に向けた計画「ビジョン７０」を掲げ、全部門新規顧客の獲

得強化、新規事業の創出、保安・安定供給体制の強化を図ってまいります。

各事業の主な課題は次のとおりであります。

＜リビング事業＞

① 主力のＬＰガス販売事業においては、全社員に保安・安定供給意識の徹底を行ない、お客様の安全確保とお客

様からの信用・信頼を得ることに注力し、選んでいただける会社を目指します。

② 新電力販売事業の展開については、ＬＰガスやアクア商品とのセット販売など、各事業との連携による拡販に

努めます。

③ Ｍ＆Ａの推進により、ＬＰガス出荷量の増大や顧客数の増加を図ります。

④ スペシャリストの育成による、リフォーム事業の自立に注力します。

＜アクア事業＞

① 各事業部門との連携による顧客件数の増加を図ります。

② 首都圏における顧客獲得強化とアクアボトリング山中湖工場の稼働率上昇を図ります。

③ コーヒーなどミネラルウォーター以外の商材を絡めた販売戦略を展開します。

＜医療・産業ガス事業＞

① 高圧ガス充填設備を持つ滋賀支店、奈良営業所、近畿酸素㈱の３拠点による供給体制、阪神営業所開設による

近畿圏全般への配送効率向上と営業強化を図ります。

② 中部事業所・九州事業所の営業利益の黒字化及び営業エリアの拡大、並びに当事業部門の主力店である京都支

店の新築移転による営業強化を図ります。

③ 異業種関連施設への販路拡大、植物工場などへのガス需要の開拓、新電力事業との連携による新規開拓に注力

します。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,600,000

計 22,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,046,500 8,046,500
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株でありま
す。

計 8,046,500 8,046,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年９月30日 ― 8,046 ― 870,500 ― 1,185,972
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

大丸エナウィン共栄会 大阪府大阪市住之江区緑木１－４－39 804 10.56

ＥＮＥＯＳグローブ株式会社 東京都千代田区永田町２－11－１ 498 6.54

大丸エナウィン社員持株会 大阪府大阪市住之江区緑木１－４－39 361 4.74

株式会社パロマ 愛知県名古屋市瑞穂区桃園町６－23 352 4.62

株式会社近畿大阪銀行 大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 277 3.65

青　木　尚　史 大阪府大阪市中央区 239 3.14

伊　藤　吉　朝 奈良県奈良市 238 3.13

堀川産業株式会社 埼玉県草加市住吉１－13－10 225 2.96

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 182 2.39

青 木 さ か え 大阪府大阪市中央区 182 2.39

計 ― 3,360 44.11
 

(注) １ 大丸エナウィン共栄会は当社と取引関係にある企業を会員とした取引先持株会であります。

      ２ 上記のほか当社所有の自己株式426千株があります。　

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 426,200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,616,900
 

76,169 ―

単元未満株式 普通株式 3,400
 

― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 8,046,500 ― ―

総株主の議決権 ― 76,169 ―
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② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 大阪市住之江区緑木
１―４―39

426,200 ― 426,200 5.30
大丸エナウィン株式会社

計 ― 426,200 ― 426,200 5.30
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

大丸エナウィン株式会社(E02739)

四半期報告書

 9/22



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,267,116 4,446,858

  受取手形及び売掛金 ※1  2,695,340 ※1  2,310,787

  商品及び製品 400,781 411,081

  その他 367,126 369,811

  貸倒引当金 △14,924 △12,918

  流動資産合計 7,715,440 7,525,621

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,781,536 1,758,390

   機械装置及び運搬具（純額） 547,518 547,645

   土地 2,300,503 2,204,614

   リース資産（純額） 259,821 291,680

   その他（純額） 522,149 562,862

   有形固定資産合計 5,411,529 5,365,192

  無形固定資産   

   のれん 610,095 612,412

   その他 40,200 39,269

   無形固定資産合計 650,296 651,681

  投資その他の資産   

   投資有価証券 461,047 481,410

   関係会社株式 9,400 9,400

   繰延税金資産 16,377 3,875

   その他 204,282 203,609

   貸倒引当金 △5,496 △4,426

   投資その他の資産合計 685,611 693,869

  固定資産合計 6,747,437 6,710,743

 資産合計 14,462,877 14,236,365
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  2,222,743 ※1  1,976,605

  リース債務 96,686 103,655

  未払法人税等 232,546 104,849

  役員賞与引当金 25,260 12,600

  その他 594,962 560,649

  流動負債合計 3,172,199 2,758,359

 固定負債   

  長期未払金 100,220 94,965

  リース債務 183,700 211,332

  繰延税金負債 ― 45,810

  役員退職慰労引当金 184,870 144,410

  その他 65,031 65,926

  固定負債合計 533,824 562,445

 負債合計 3,706,023 3,320,805

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 870,500 870,500

  資本剰余金 1,185,972 1,185,972

  利益剰余金 8,828,687 8,973,261

  自己株式 △305,005 △305,005

  株主資本合計 10,580,154 10,724,728

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 176,699 190,831

  その他の包括利益累計額合計 176,699 190,831

 純資産合計 10,756,853 10,915,559

負債純資産合計 14,462,877 14,236,365
 

EDINET提出書類

大丸エナウィン株式会社(E02739)

四半期報告書

11/22



(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 7,102,480 7,866,896

売上原価 4,011,543 4,709,234

売上総利益 3,090,936 3,157,662

販売費及び一般管理費 ※1  2,836,997 ※1  2,880,279

営業利益 253,939 277,383

営業外収益   

 受取利息 181 68

 受取配当金 7,456 7,813

 受取賃貸料 8,165 8,983

 その他 11,964 19,612

 営業外収益合計 27,768 36,477

営業外費用   

 支払利息 1,053 309

 売上割引 519 537

 不動産賃貸費用 539 522

 その他 939 1,864

 営業外費用合計 3,052 3,232

経常利益 278,655 310,628

特別利益   

 固定資産売却益 4,644 32,764

 特別利益合計 4,644 32,764

特別損失   

 固定資産除売却損 947 1,116

 役員退職功労加算金 18,816 ―

 減損損失 111,451 ―

 特別損失合計 131,214 1,116

税金等調整前四半期純利益 152,085 342,276

法人税、住民税及び事業税 84,558 88,486

法人税等調整額 24,492 52,081

法人税等合計 109,050 140,567

四半期純利益 43,034 201,708

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 43,034 201,708

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 25,684 14,131

 その他の包括利益合計 25,684 14,131

四半期包括利益 68,719 215,840

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 68,719 215,840
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 152,085 342,276

 減価償却費 270,091 291,671

 のれん償却額 116,523 82,461

 減損損失 111,451 －

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,720 △12,660

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △71,424 △40,460

 長期未払金の増減額（△は減少） △3,697 △5,255

 受取利息及び受取配当金 △7,638 △7,881

 支払利息 1,053 309

 有形固定資産除売却損益（△は益） △3,032 △31,289

 売上債権の増減額（△は増加） 676,392 382,545

 たな卸資産の増減額（△は増加） △16,089 △10,299

 仕入債務の増減額（△は減少） △349,339 △246,138

 その他 180,605 12,384

 小計 1,037,263 757,663

 利息及び配当金の受取額 7,638 7,881

 利息の支払額 △1,053 △309

 法人税等の支払額 △220,552 △216,184

 営業活動によるキャッシュ・フロー 823,295 549,051

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △906,636 △313,549

 有形固定資産の売却による収入 7,102 141,009

 無形固定資産の取得による支出 △41,058 △84,066

 無形固定資産の売却による収入 858 405

 貸付金の回収による収入 540 －

 その他 50 △2,800

 投資活動によるキャッシュ・フロー △939,143 △259,000

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 450,000 150,000

 短期借入金の返済による支出 △450,000 △150,000

 配当金の支払額 △58,344 △57,129

 リース債務の返済による支出 △49,087 △53,178

 財務活動によるキャッシュ・フロー △107,431 △110,308

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △223,279 179,742

現金及び現金同等物の期首残高 4,167,496 4,267,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,944,217 ※1  4,446,858
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 
（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 38,401千円 39,561千円

支払手形 292,287 〃 223,308 〃
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

運賃 375,261千円  374,251千円

のれん償却額 116,523 〃  82,461 〃

給料手当 614,859 〃  634,342 〃

賞与 195,624 〃  196,868 〃

役員賞与引当金繰入額 12,000 〃  12,600 〃

役員退職慰労引当金繰入額 21,395 〃  17,126 〃

賃借料 125,427 〃  126,401 〃

減価償却費 197,085 〃  212,761 〃

備品消耗品費 315,500 〃  314,739 〃
 

 

※２ 減損損失

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしまし

た。

場所 用途 種類

京都支店

（京都府久世郡久御山町）
遊休資産 土地及び建物等

 

当社グループは、原則として、事業用資産については事業所を基準としてグルーピングを行っており、遊休資

産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

京都支店が平成29年10月に移転したことに伴い、移転後の旧事務所の土地及び建物等が遊休状態になり、回収

可能価額が帳簿価額を下回っているため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（111,451

千円）として特別損失に計上いたしました。

その内訳は、土地102,482千円、建物及び構築物8,968千円であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定評価額に基づいて算定してお

ります。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

 
当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金 3,944,217千円  4,446,858千円

現金及び現金同等物 3,944,217千円  4,446,858千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 57,639 7.5 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月26日
取締役会

普通株式 57,639 7.5 平成29年９月30日 平成29年12月８日 利益剰余金
 

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 57,151 7.5 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月25日
取締役会

普通株式 64,772 8.5 平成30年９月30日 平成30年12月10日 利益剰余金
 

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

 

EDINET提出書類

大丸エナウィン株式会社(E02739)

四半期報告書

16/22



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 

報告セグメント
その他
(千円)

合計
(千円)リビング事業

(千円)
アクア事業
(千円)

医療・産業ガ
ス事業(千円)

計
(千円)

売上高       

 外部顧客への売上高 4,857,684 495,439 1,749,356 7,102,480 ― 7,102,480

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,857,684 495,439 1,749,356 7,102,480 ― 7,102,480

セグメント利益又は損失(△) 268,595 △5,947 △8,709 253,939 ― 253,939
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

該当事項はありません。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

 

 

報告セグメント
その他
(千円)

合計
(千円)リビング事業

(千円)
アクア事業
(千円)

医療・産業ガ
ス事業(千円)

計
(千円)

減損損失 33,992 18,055 59,403 111,451 ― 111,451
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 

報告セグメント
その他
(千円)

合計
(千円)リビング事業

(千円)
アクア事業
(千円)

医療・産業ガ
ス事業(千円)

計
(千円)

売上高       

 外部顧客への売上高 5,428,595 499,816 1,938,484 7,866,896 ― 7,866,896

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,428,595 499,816 1,938,484 7,866,896 ― 7,866,896

セグメント利益又は損失(△) 260,481 △22,477 39,379 277,383 ― 277,383
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

該当事項はありません。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。　

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。　

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ５円60銭 26円47銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 43,034 201,708

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

43,034 201,708

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,685 7,620
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第69期(平成30年４月１日から平成31年３月31日まで)中間配当について、平成30年10月25日開催の取締役会におい

て、平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①  配当金の総額 64,772千円

②  １株当たりの金額 ８円50銭

③  支払請求権の効力発生日及び支配開始日 平成30年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月８日
 

大丸エナウィン株式会社

取締役会  御中
 

 

有限責任監査法人  トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 千   﨑   育   利 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田   中   賢   治 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大丸エナウィン

株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日か

ら平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大丸エナウィン株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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